
Future of HR –未来に向けた人事機能の高度化–

人事を取り巻く環境の変化

テクノロジーの急激な発達や従業員の価値観の変化等、企業は大きな環境変化に直面しています。これからの人事機能は、これまでにない、

高度化が求められており、その実現なくして、企業活動の継続は難しくなってきています。
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人事機能の将来像と 現在の姿

上記のような変化に対し、多くの企業は未だ対応ができていない状態です。これからの持続的な企業活動の実現のために、人事は従来のよ

うな“前例踏襲型”で、“受動的”で、“サイロ化された組織”で、“オペレーティング”な業務を遂行し続けるのではなく、企業経営において率先し

てこれらの変化への対応をリードすることで、企業に対して明確なインパクトをもたらすことが求められています。

企業・組織 の未来 ワークフォース の未来 働き方 の未来

社外・地域社会との共同体
意識を持つソーシャル・エン
タープライズへのシフト

人材開発を通じたイノベー
ションとアジリティの推進

一企業の枠を超えたパート
ナーシップ・エコシステムへ
の拡張

非伝統的な人材を含む包括
的な労働力の“キュレート”と
活用

チームワークや生産性を促
進させるワークフォース・エク
スペリエンスの演出

将来必要となるスキル・能力
の予測と、継続的な学習を
可能にする環境の整備

デジタル化や自動化を活用
した人事内および社内全体
の仕事の見直し

自社に最適で、目的に合っ
た人事オペレーティングモデ
ルへのスピーディな移行

コラボレーションを容易にす
る先進的なワークプレイスの
実現

人事の仕事ではないという認識As-Is:

既知の能力開発・集合研修As-Is:

個社別の取り組みだという認識As-Is:

画一的な人材の活用As-Is:

オペレーションで精一杯As-Is:

紙文化・手作業が残っているAs-Is:

前例踏襲型のオペレーションAs-Is:

人事の仕事ではないという認識As-Is:固定的な能力開発As-Is:

企業・組織 ワークフォース 働き方

データ流通量
過去2年で9倍以上※1

9x

企業寿命
企業の平均寿命が15年程度※3に

企業の信頼度
政府機関よりも一般企
業が信頼される※2ように

Business
Government

15105

ミレニアル世代
労働人口の約半数※4に

生涯キャリア
キャリア50年時代※5の
到来

スキル半減期
スキル・技術の「半減期」は2.5～5年※7に

2.5～5年

臨時・派遣社員
働く人の約40%※6が
臨時・派遣社員に

40%

※1 https://www-01.ibm.com/software/data/bigdata/what-is-big-data.html
※2 Edelman Report
※3 Professor Richard Foster from Yale University
※4 https://www.newscientist.com/article/mg23130810-800-the-100year-life-how-should-we-
fund-our-lengthening-lives/
※5 Annual Global Millennial Study, https://www2.Deloitte.com/uk/en/pages/about-Deloitte-
uk/articles/millennial-survey.html

AIが生む事業規模
2020年までに2兆ドル超に

2スマートフォン利用
2020年には60億台超※8に

6
Billion +

ニューテクノロジー活用
AI・Robotics・New business
modelsにより61%の仕事が
見直される※9 61%

※6 Intuit 2020 Report: Twenty Trends that will Shape the next Decade https://http-
download.intuit.com/http.intuit/CMO/intuit/futureofsmallbusiness/intuit_2020_report.pdf
※7 https://www2.deloitte.com/content/dam/Deloitte/global/Documents/HumanCapital/dttl-hc-
english-opentalenteconomy.pdf
※8 https://www.cnbc.com/2017/01/17/6-billion-smartphones-will-be-in-circulation-in-2020-ihs-
report.html
※9 Global Human Capital Trends 2018
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Future of HRの実現を目指し、クライアント企業各社における現状を分析し、取り組むべき課題を特定したうえで、各社における人事戦略の

立案、目指す姿の実現に必要な施策立案から実行までをご支援します。

Step1 現状分析 Step2 戦略立案 Step3 施策立案・実行

What is the Future of HR?
デロイトでは、社会の変化に適応し、新たな価値提供により企業をリードする人事への進化を遂げるために、 「Mind-set」「Focus」「Lens」
「Enablers」の4つの領域へのシフトをもって実現されるFuture of HRのコンセプトを提唱しています。Future of HRでは、人事が企業を前進

させるための新しいソリューションを継続的に採用していくことを提唱しています。

ENABLERS
人材マネジメントに必要なデータやツール
の統合を通じた、生産性とシンプルさを実
現した先進的テクノロジーの導入

LENS
ビジネスニーズに柔軟に対応し、ビジネス
の目的実現に適した人事の組織・体制と業
務プロセスの導入

FOCUS
人事がサービスを提供する顧客（従業員、
経営層、等）へのフォーカスによる企業へ
の提供価値の変化

MIND-SET
デジタル組織の特徴と行動様式を取り入
れた、変化への適応

 人事機能モデルやマインドセットをベ
ンチマークに、自社の現状を分析

 取り組むべき課題の特定

 現状分析結果、課題を踏まえた、人事
戦略・目指す姿の構想策定

 めざす姿に向けたロードマップの策定

 人事戦略を踏まえた施策の洗い出し
 全社を巻き込んだ各種施策の実行

実
施
事
項

サ
ー
ビ
ス

 人事機能・システムマチュリティモデル
 業務量調査
 デジタルDNA分析
 従業員ジャーニー分析

 CHRO Lab
 人事ワークショップ
 役員・事業リーダーワークショップ
 従業員インタビュー

 ハイインパクトHRオペレーティング
モデル

 Workforce EX
 スマートワーク

Future
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変化への
スキル対応

働き方の
変化の受容

イノベーションの
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「失敗を通じた
学習」の浸透

意図的なコラボレーション

働く人目線の
デザイン
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